


セコニック ビューメーター L‐206
一眼レフ方式の CdS受光部をもつ最高級の反射式露出計です。受光角

は 10° で高い測定精度を誇 り,フ ァインダーを通 t´ て被写体の正確な

露出を測定できますので,広角レンズから超望遠レンズまで広い範囲

の撮影に使用できます。

●仕 様●

測 定 方 式●高感度・完全防湿 CdS使 用,フ アインダー付・反射式二

段切換

測 定.精 度●土%絞 り

測 定 範 囲●高輝度・EV12～ 18/低輝度・EV 4～ 12(ASA100)

受 光 角 度●10°

EV目 盛● 1～20

ASA目 盛●12-3,200

D:N目 盛●12～ 36

絞 り 目 盛● fl～45

シャッター目盛● 8～ 1/2,000秒

シネコマ数● 8～64f/s

較 正 常 数●K=1.3

サ イ ズ●85× 58× 25mm

重   量●160g

そ の 他●指針ストッパー&バ ンテリーチェァカー付



指針指示目盛
1層握層:重蟄寧
高低切換表示

バ ンテリー チェンク マーク

シヤンタ~目 盛

絞り目盛

ASAtワ換ノブ
ASA目 盛

EV目 盛

DlN目 盛

切換指標 (赤色マーク)

切換ノブ

ダイアル指標 (黄色マーク)

ダイアル指示目盛

スインチボタン
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●取扱い●

1.0位置調整

光を完全に遮断 した時に指

'|が

0

位置を力ヽ さなければ露IL計 は■liし

い値を示 しません。

従って,水銀iL池 を装瞑 しないで

スイッチボタンを押 し,フ リーの

状態になった指針が0位置に合 う

か否かを確認 します。

0位置に合わない場合は写真⑤の

ようにスイッチボタンを押 したま

ま、裏面の0位置調整ネジをドラ

イバーで静かに廻 して指針を0位

置に合わせます。

2.水銀 電池

電池は」IS記号H― R型 (ナ ショナ

ルH― R,そ の他)を 使用します。

電池室キャップは貨幣で左に廻す

とはずれますから,写真⑥のよう
に①側を外に向けて電池を装損し
ます。電池の寿命は平均4年位で

すが,露出計を長期間使用しない

場合は取出しておいてください。

これは事故を防ぐ為です。

尚,水銀電池や接片に電池の排気

がスによる白色の粉末が附着する

ことがありますが,こ のような時

や1新 しく水銀電池を装損する時

は接触不良を防止する為に電池と接サ|を 乾いた布でよく拭いて く

さい
.

3.バ ッテリー チェック

電池が規定の電圧以下になると露

出計は正 しい(直 を示 しませんので,

使用する前に電池の電圧をチェ ァ

クして ください。

フアインダー接Π良部の切換 ノブを

廻 して “BC"を 切換指標 (▼赤

マーク)に 合わせます。2j真 ⑦ ス

イッチボタンを押 して指針が,チ
ェックマー クの位置を示 さない場

合は電圧が低下 していますから,

電池を交換 して ください。

，
　
〆
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●使用法●

1.フ イル ム感 度 (ASA・ DIN Iの セ ッ ト

ASA切撫ノブを指先で廻 して,使用するフイルムのASA(DIN)感
度をASA(DIN)窓 の白線に合わせてください。 写真①参照
フイルム感度目盛の中間値は図①の通りです。

図①

2.被写体 を狙 う

ファインダーを通して被写体のポ

イントに狙いをつけます。写真③
L-206型 の受光範囲 (受光角度 )

1ま 10° でファイングーで見える範

囲を正 しく測定できます。これは

スチールカメラの標準撮影 レンズ

の画角より狭い為に,標準 レンズ

で撮影する場合は被写体の一部分

を測定することになります。従っ

て,実際の撮影 ごは被写体のポイ

ントになる部分を決めてそこを測

定すれば,撮影意図に合った正確

な露出を決めることができます。

f- 5肺m  1   46°

《参考 2》 35ミ リ判用レシズとL-20611の 画角との関係

(斜線Lえ域はL-20611の 測光範囲)

《参考l》 35ミ リ判用 (36× 24ミ |')

焦点距離

レンスの画角 と,11:1距 離

画 角

20mmレ ンス

スイッチ ON

表 1

瑯牌瞥学静 ・

50mmレ ンズ         !oい mレ ンラ

3.測  定

明るい被写体に対 しては切換 ノブ

の “H"を “▼"マ ークに,暗 い

ときは “L"を “▼"マ ークに合

わせます。スイッチボタンを押す

とオ旨針ストッパーがはずれて,1旨

針がフリーになると同時に電池回

P各 にスイッチが入ります。オ旨針が

スト/プ されていることを示すフ

ァインダー内の “青表示"も スイ

ッチを押すと同時に消えます。写

真 ⑨ 一 呼吸おいてスイッチボタ

f=100mm  1  24°

f==135mm  1   18°

f==200mm  1   12°

颯
!0い mレ ンズ
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ンを離すとフアインター内に “ri表示"がキ:「 ひ見えます。 これて1旨

金|が『」ちLさ れたわけですから指針指 jJt日 盛を言売取 ります。

“L"で スイッチボタンを離 しても!サlる すぎて

'「

力寸辰り切れている

場合は “青表4t"が ファインター内に現われませんので, “H"に

感度 を切換えて測定 して ください。

4.17 Li:」
,ムi取 り

指

'1指

示‖盛は高輝度10～ 16(赤 )と 低輝度 2-10(黒 )の タブ′レス

ケーフレになっており,切換 ノフの “H"を 合わせたときは高輝j芝 ‖盛

の右に赤マー クが出ます。従って,切換 ノプの “H"に 合わせた時は

高輝度 スケール (赤 )を , “L"に 合わせた時は低輝度 スケール(黒 )

を言売取 ります。
7j真⑩では “H"に 合わせてありますので,指針指4t目 盛11を 読取 り

ます。ダイアル指標 (黄色マーク)を ダイアル指う」ヽ日盛の11に 合わせれ

ば,シ ヤ ンタ~ス ピ~ド と絞 り目盛の各組合わせが適正露出です。

伊1, F8, 1/125不少,F16,1/30不 少

ダイア′しの中間値 :シ ャ ンタ~ス ピ~ド と絞 リダイアルの中間目盛は

図121の 通 りです。

カ ラ ー撮 影

モノクローム (黒 白)フ ィルムにはある不キl度 のラチチュー ド(寛容度 )

がありますが,カ ラーフ ィルムはこれが極めて少なく,従 って僅かな

露出の過不足があっても美しい色は再現できません。カラー撮影でも

モノクローム撮影でも,露出の測定方法は全 く同 じですが,カ ラー撮

景′のうちリバーサルフ ィルムでは1明 るい部分を露出の基準とするのが

普通です。またカラー撮影の場合は被写体のライトバランス (明暗 コ

ントラスト)に 注意 しなければなりません。ライトバランスは光源の

調節や レフの使用により1:4以内にすれば色調の整った写真を撮 る

ことができます。例えば人物 を撮る場合、 ハイライトの音6分 がF8・

%知 秒であったメ)シ ャ ドウの部分はF4・ %50不
''以 内のIり〕るさにします。

もしライトバランスが 1:4以 11に なるとハイライトが飛んだり,シ

ャ ドウが‖占くつ ド́れて良好な階調が得 メラれません
`

人 物 撮 影

カメラ位riか r)メ ーターのフアインタ
｀
一受光部を漫然 と被写体に向け

ると,被写体以外のバ /ク の光、空の光、路面の照 り返 し等がフアイ
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ンダー受光部に入って適正露出になりません。被写体以外からの光を

避けるにはできるだけ被写体に近寄 り,被写体の反射光 (輝度)の み

を正 しく測定 しなければなりません。人物撮影は特殊な場合を除いて

最も重要な所は顔ですから顔の露出を測 ります`,測定‖:離 はЮヽ取)an

位が適当です。顔のハイライ トとシャ ドウを測 り,そ の中|11に 露 |11を

合わせます。また意識的にシャ ドウを‖音くつviヨ 場合は 'ヽ イライ|の

露出を基準とします。近接 して‖」定するときlil'1分 の1夕 が被写体の‖‖

定書6分 に入らないように注意 してください

鸞 ■
・・理サl熙憮

′
l

風 景 撮 影                   与具嘲い

カメラ位置から ri接 被写体または目的の中心を狙います。測定範llll内

に明るい空の部分が多いと地 11の 被写体は露出不足となりますので ,

空とか雲をポイントに撮影するとき以外はできるだけ空を避けるよう

にして測定 します。また ll接 被写体を測 りにくい場合は自分の手の平

を被写体 と同 じ光線状態にするか,標 準反射板を使用 して,30cm位 の

ili離 カザリ測 ります  (イ 11し
「

の 4を 代 |IJし た」場r)は 1絞 り|||い 〔〈′

さい)な (1用 した風嬌tと かi菫 くの山ノィを写す場イ)に は測定値を%き りつ

めま1 川!山 は尚k lLた の1'響 で被写体の‖音部がりlる くなり被写体ョン

| ,ノ lヵ t llは 4ろ たノ)=|

例  
「

H・ ‰‖秒の ときはあ知×%=‰Ю秒 ですか ′),F ll・ ‰ 秒 が適正 露

|ll tな り た 1~

猾̈
》
吻
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ス ナ ソフ撮 影

スナ ノフ撮影ではllt写 体 |ま 常 |二 動 ヽヽているもの と考えてよヽヽでしょう

スナ ップの場イ)は 撮撃多位 置で風 itと 同 じ測 り方をしてくださtヽ  スナ

ンプのように被写体に,生 寄れないHキ には代サll l‖ ちとをするア)も  ,́ハ ノメ

法です。被
′′ヌ体によく似た色合をもつ物体を

'1フ

て‖」り、その1,出 ll

でスナ ンプしても差支えありません :

例えば前,上 の通 り,自 分の T・ の平はスナ ノブには非常に有用な役1年1を

果 して くオしますが, できれば標準反射 lltを 使いますとより良い結 果が

えられます。しかし,代用測定する時には必す被写体 と同 じ光線状態

のもとで測定することにご注意 ください.人物 を海||:や雪

't色

など舌し

反射の多い場所でスナ ップするときは撮影位Plか ら被写体を11っ て測

り, これで得たlrlに 露出の絞 りを%段開けます。例えはF ll・ %、 l1/な

らF llと F8の 中間・‰秒にしてください_こ れは被写体をとり|‖ ん

でいる乱反射 (雪面や水面の反射)か ′)必要以 11に 強い光1/xが 入るの

を補正するためです。

逆 光 の測 り方

逆光のIFt影方法は大別 して3通 りあり,そ れによって露出の測定方法

が違います。

①被写体を逆光でシルエァトにする

明るいバ ンクを測 り,そ の指示通 りに撮影 して ください.露出はパ ノ

クの明るい光線に合うわけですから,目 的の被写体は露出不足となり,

真黒なシルエットになります。

①逆光で被写体を明るく撮影する

被写体の暗部を狙って測るか,ま たは標準反射板を被写体 と同 じ光線

状態にして測 ります。この際バ ンクの光 (逆光線)がファインダー受

光部に絶対入らないように注意する必要があります。

◎逆光で被写体もパックも写す.

最ネ〃に被写体暗部を′1っ

てお

“

|り ① , ,人 にlljllる 。ヽバ

′クを測ります②.バ ン

クの測定方法は風方t撮影
の場/iと 同じです。①②
の方法によって得た値の

中間値で撮影してくださ
い。

しかし,被写体の露出 と
バ ンクの露出が1:16(カ

ラーは 1:4)以 _Lの 時

には両方の良好な描写は

困難です。

バ ンク に 露 出

人 物 に露 出

C'人 物 とバ ンク の 中 間 に露 出
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写複

非常に暗い場所での測定方法

切換ノプを “L" に合わせても指針が指示目囃の “2"ま で振れない

時は被写体位置から直接光源を狙って測って ください。光源が 2つ以

上ある場合にはその中の主光源 (最 も明るい光源)を fll´ ソて測 り,そ

の指示通 リダイアルを合わせて求めた露出値を5～ 10倍 します。

例えばF4・ 1/2秒 ならば1/2秒 ×10=5秒ですから,F4・ 5秒が求め

る適正露出となります。

シネ撮影

測定方法はスチールカメラの場合と全 く同 じです。ダイアル指標に合

わせたのち,ス チールカメラの場合は絞 り目盛 とシャッタースピー ド

の組合わせで読みますが,シ ネ撮影の場合はシネコマ数に対する絞 り

目盛を言売取 ります。シネ撮影のうち8ミ リシネは, ダブル幅フィルム

では16コ マ (約%秒)が ,シ ングル8及 びスーパー 8フ ィルムでは18

コマが標準とされています。

シネコマ数は 1秒間の回転速度で8・ 16(18)・ 24・ 32・

“

の系
'1で

す。

《91》

占籍・文献などの複写は複写原稿から約30～ 50cm位 の距離で測 ります。

このとき,複写原稿の上に印画紙の裏面など白色の紙を置いて測 り,

その露出を5倍 して ください。

例 F5.6・ %。 秒では光。×5=%。 ですからF5.6・ %。 秒になります。

エクスポージャーバリュー (EV)

エクスポージャーパ リューシステムのシャッター付カメラではエクス

ポ_ジ ャーバ リュー目盛で露出を決定すると便利です。測定方法は絞

リシヤツタ~式 と同じですが,露出計の目盛はEV値 を読取 ります。

例えばE V 10の ときにはカメラのEV目 盛を10に合わせます。

EVシ ステムのシャッターではEVを 10に 合わせると,絞 りF2で シ

ャッタースピー ドは惨Ю秒 となり, F2.8に 絞 り込めばシャッタース

ピー ドは‰秒になります。同様にシャッタースピー ド%。秒なら F4,
‰1)な らFl.4の ように,菫動 します。

接写の露出

実効絞 り値=
指示絞 り値×レンズとフィルムの距離

レンズ表示焦点距離

反射式で測定 し接写する場合は露出を上式の通 り補正 します。例えば

レンズの焦点距離がmmm,レ ンズとフィルム面の距離10mm,測定露出

がF4・ %秒 とします。この場合,上記の式から実効絞 り値は奎
鈷

∞

=8と なり, F4に 開けても実際にはF8だけしか働いていないこと

になります。従って露出はF4・ 1/4秒 のときF8に 対応するシャッタ

―スピー ド,即 ちF4.1秒が適正露出 となります。

フィルターを使用するときの露出

測定 した露出にフィルターの表示倍数 を掛けて ください。例えばY2
のフィルターの露出倍数は2ですから,測定露出がF8・ ‰秒の場合

■ 5
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MEM0
は‰×2=χ%秒 となり,F8。 ‰5秒が撮影するときの露出になります。

保存上の注意

1.長時間湿気の多い場所に置かないでください。

2.60℃以上の場所にメーターを置かないでください。

3.シ ョックはさけてください。
4.長期間使用しないでお く場合には水銀電池を取 り出し,湿気

を与えないように木の箱などに入れて保存してください。尚,

スチール製の箱,机の引出しはさけてください。

5.水銀電池を電池室に入れる時は接触不良を防止する為に電池

と接点を乾いた布で良 く拭いてください。
6.水銀電池や接′点に電池の排気ガスによる自色の粉末が付着す

ることがありますが,接触不良の原因となりますので乾いた

布で良 く拭きとってください。

■7 ■ 0
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● 送 り先 ●

歯漂ュ″コパJL
東京営業所 。〒105東 京都港区芝西久保桜川町723森 ビル  03(503)3891(代  表)

大阪営業所。〒541大 阪市東区本町225 06(251)1621(代 表)

名古屋営業所。〒461名古屋市東区武平町4■7        052(962)3981(代  表)

福岡営業所・〒812福 岡市博多区奈良屋町120      092(28)1947(代  表)

本社・工場。〒174東京都板橋区志村2■620       03(965)1111(大 代表)
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糞 〒162東京都新宿区市ケ谷田町38新 杵ビル03(269)7241～ 4~4


